
2011 年カップオブエクセレンス受賞 

コロンビア エル・マンゴエステート 
トロピカルフルーツのような香りと風味、チョコレートのようなコクと 

グレープのような酸味、カップオブエクセレンス品評会でトップ 10に入る 

世界最高級のコーヒーです。 

 

エル・マンゴ農園は、コロンビア中部カルダス県パコラの標高 1,550 メートルの高原にあ

ります。この地域は、2011 年にコロンビアのコーヒーの文化的景観が、世界遺産に登録さ

れています。 

農園主のアルベルト・ファレオさんは、1939 年 12 月 2 日にパコラの街で生まれました。

奥様と子ども 8人の 9 人の家族で、37歳でコーヒー農家になって 35年が経ちました。エ

ル・マンゴ農園は、アルベルト・ファレオさんによって、1976年に取得され、当初は古い

コーヒーの木が植えられていました。 

その後、整備されたコーヒー農園で質の高いコーヒーを作りたいというのが、アルベルト

さんの夢になり、悪天候や自然災害に遭いながらも、その目標は少しずつ達成されてきて

います。 

アルベルトさんは、自分の農園が、家族、そして近隣の人々に農園の仕事を作る事によっ

て、彼らの生活を支える事が出来ている事を、とても誇りに思っています。またより高品

質のコーヒーを栽培できるよう、品質の向上にも努めており、生産性を高めることができ

るよう努力しています。 

アルベルトさんは、ロスメディオス地域の中の、リーダーとして活躍しており、道路整備

や電気設備、地域の学校や医療機関の管理にも携わっています。 

コロンビアのカップオブエクセレンスに選ばれたのは２度目になりますが、アルベルトさ

んが献身的にコーヒーに情熱を傾けてきた自然の証になっていると思います。 

アルベルトさんは、北カルダスのコーヒー農家の生協の一員として３５年間活動してきま

した。 

これまで環境問題にも携わってきたことから、自然と環境へ配慮することに責任感を感じ

ており、これまでにも植樹や、シェードツリーを増やす活動をしてきました。 

さらに河川も保護し、木々の伐採をさせず、狩猟や焚き火をも禁止しています。 

排水設備も整える事により、伝染病や感染症への配慮もしています。 

そんな、コーヒーへの愛情が作り出す彼のコーヒーは、トロピカルフルーツのような香り

と風味、チョコレートのようなコクとグレープのような酸味、カップオブエクセレンス品

評会でトップ 10に入る世界最高級のコーヒーです。どうぞ、ご賞味ください。 



 


